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身近な自然を“詠む”
　第４回少年教室「俳句で遊ぼう」

　B&G海洋センターで第４回少年教室「俳句で遊ぼう」

が開催され、小学生など14名が参加しました。

　参加者は海洋センター周辺で題材収集を行い、それぞ

れが興味のある題材で自由に句を詠んでいました。

　また、この日はボランティアとして参加した生涯学習

推進サポーターから栗の差し入れがあり、参加者は秋の

味覚を楽しむとともに、学んだばかりの俳句の題材とし

ても活用していました。

　講師を務めた美国踏青俳句会の成田智世子会長から

「大人には見られない優れた感性」と講評された子ども

たちの句は11月１日から始まる積丹町文化祭（展示の

部）に出品される予定です。
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婦美町自慢の農産物！
　婦美収穫祭が開催

　婦美収穫祭実行委員会（斉藤良一実行委員長）が主催す

る婦美収穫祭が婦美町のグリーンホリデーで開催され、町

内外から新鮮な農産物を求める来場者でにぎわいました。

　毎年恒例となったこの収穫祭は、地元で採れた農産物を

格安で販売するとあって、午前９時の開始前から来場者は

長蛇の列を作りました。

　じゃがいもやカボチャなど、約２トン用意した野菜は飛

ぶように売れ、午前中には売り切れるものも出るなど、婦

美町の秋の味覚が並ぶイベントは大盛況となりました。

　B&G海洋センターでB&G財団会長杯バレーボール大会が開

催され、27名の参加者が熱い戦いを繰り広げました。

　大会は町内のみならず古平町から出場する選手もおり、

参加者は大きな声を掛けあいながら一つのボールを追いか

けました。大会結果は次のとおりです。

（男子の部は参加チームがありませんでした）

【女子の部】

優　勝　古　平　チーム

準優勝　バリ子　チーム

第３位　ドタバタズ　チーム
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白熱の試合が展開
　第24回B&G財団会長杯バレーボール大会

まち の 日記帳

消防技能向上の取組み
　消防団「活性化対策事業」を実施

　北後志消防組合積丹消防団（今井諭団長）は同消防団活

性化対策の一環として、教育訓練を実施しました。

　前半は技能向上訓練として、バルーン灯光器と発電機の

操作、背負い式水嚢と消火器の操作、防火衣着装とホース

展張訓練をそれぞれ行いました。

　後半は、それらの集大成として放水訓練を行い、消火活

動の一連の流れを確認しました。

　団員職員一同、基礎技術の更なる向上に向けた取組を通

して、町の「火の用心」と防火の誓いを新たにしていまし

た。

　町と石狩森林管理署、（国研）森林総合研究所森林整備

センター札幌水源林整備事務所の三者の合同開催で国有林

自然散策会が実施されました。

　この散策会は山に親しむ機会の増加や山の恩恵への感謝

を趣旨とした新たな国民の祝日「山の日（８月11日）」が

制定され、平成28年より施行されることを記念して開催さ

れたものです。

　参加者は紅葉で赤や黄色に美しく色づいた木々の間を

ゆっくりと散策し、四季の移り変わりを楽しんでいました。
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紅葉色づく森を散策
　平成27年度国有林自然散策会が開催
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　第37回みなと保育所運動会が日司小学校体育館で開催さ

れ、園児は地域の皆さんに見守られながら各種種目に元気

いっぱい取り組みました。

　この日はかけっこや玉入れ、綱引きやお遊戯などが行わ

れ、練習の成果を一生懸命に披露する園児の姿に父母の皆

さんなどからは沢山の拍手や声援が送られていました。

　また、父母が参加する種目や親子で一緒に取り組む種目

も行われ、最後に行われたリレーでは参加者全員が白熱し

た走りを見せ、地域が一体となって作り上げた運動会は大

変な盛り上がりとなりました。
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親子で楽しむ運動会
　第37回みなと保育所運動会
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